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フ
ラ
ン
ス
生
存
配
偶
者
の
相
続
上
の
地
位

　
ー
無
遺
言
相
続
を
中
心
と
し
て
ー

フランス 生存配偶者の相続 上の地位

　
は
じ
め
に

　
フ
ラ
ン
ス
現
行
相
続
制
度
の
概
観

　
H
　
相
続
人
の
順
位
と
相
続
分

　
ω
　
遺
留
分
権
相
続
人
と
遺
留
分

　
口
　
相
続
税

三
　
生
存
配
偶
者
の
相
続
L
の
権
利

　日　相

続
法
L
の
権
利

　
ω
　
夫
婦
間
の
処
分
、
夫
婦
財
産
制
等
に
よ
る
権
利

四
　
終
わ
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
は
じ
め
に

生
存
配
偶
者
の
相
続
法
上
の
地
位
の
向
上
は
、

山

田

美

枝

子

フ
ラ
ン
ス
相
続
法
の
展
開
の
主
要
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
　
八
〇
四
年
民
法
典

51）1
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は
、
無
遺
言
相
続
に
参
加
し
相
続
財
産
を
取
得
し
う
る
者
の
う
ち
、
嫡
出
血
族
の
み
を
「
相
続
人
（
鼠
葺
醇
）
」
と
し
、
自
然
（
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

嫡
出
）
血
族
、
配
偶
者
、
国
を
包
括
的
財
産
承
継
人
（
ω
琴
8
器
。
弩
）
と
し
て
、
区
別
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
一
般
に
家
族
と
呼

ば
れ
る
も
の
と
は
別
の
、
配
偶
者
を
含
ま
ず
嫡
出
血
族
の
み
か
ら
構
成
さ
れ
る
相
続
法
上
の
特
別
の
家
族
が
、
狭
義
の
相
続
人
で
あ

っ
た
。
同
法
典
相
続
法
は
、
家
族
（
H
経
営
）
が
夫
婦
の
】
方
の
死
亡
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
嫡
出
血

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

族
に
よ
る
均
分
相
続
制
に
よ
っ
て
、
世
代
ご
と
の
再
生
産
を
拡
大
的
に
図
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
嫡
出
血
族
を
枠
組
と
す
る
財

産
取
得
法
と
し
て
の
相
続
法
に
お
い
て
、
配
偶
者
は
、
必
然
的
帰
結
と
し
て
包
括
的
財
産
承
継
人
の
地
位
に
止
ま
っ
た
。

　
被
相
続
人
と
の
絆
が
姻
族
関
係
で
あ
る
生
存
配
偶
者
は
、
同
法
典
に
お
い
て
、
一
二
親
等
内
の
相
続
権
者
（
ω
仁
8
。
ω
ω
芭
。
）
が
な

い
場
合
に
の
み
、
包
括
的
財
産
承
継
人
と
し
て
相
続
財
産
に
権
利
を
有
し
た
。
し
か
し
、
用
益
権
（
昏
9
号
霧
象
三
ご
さ
え
認

め
ら
れ
ず
、
こ
れ
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
一
八
九
一
年
三
月
九
日
法
を
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
一
八
九
】
年
法
の
立
法
者
は
、
家
族
に
お
け
る
財
産
維
持
と
生
存
配
偶
者
に
対
す
る
相
続
上
の
権
利
の
承
認
と
い
う
一
見
相
い
れ

な
い
二
つ
の
要
求
を
両
立
さ
せ
る
た
め
、
生
存
配
偶
者
に
は
用
益
権
を
認
め
血
族
相
続
人
に
は
虚
有
権
（
き
。
－
胃
8
ま
笹
を
残
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
の
妥
協
を
図
っ
た
。
ま
た
、
同
法
は
、
生
存
配
偶
者
が
必
要
に
あ
る
（
卿
お
3
霧
一
。
幕
ω
o
巨
場
合
に
扶
養

定
期
金
を
認
め
た
。
一
九
二
五
年
四
月
二
九
日
法
は
、
用
益
権
の
割
合
を
増
加
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
〇
年
一
二
月
三
日
法
は
、

相
続
可
能
な
親
等
の
相
続
人
が
存
在
す
る
場
合
に
完
全
な
所
有
権
（
巳
9
器
賃
8
急
笹
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
存
配
偶
者

の
地
位
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
。
同
法
で
は
、
被
相
続
人
の
父
系
（
一
一
讐
①
冨
8
ヨ
亀
①
）
母
系
（
一
一
讐
①
ヨ
簿
。
ヨ
色
①
）
の
い
ず
れ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

一
方
の
系
に
の
み
尊
属
及
び
傍
系
血
族
が
存
在
す
る
場
合
に
、
配
偶
者
に
完
全
な
所
有
権
を
二
分
の
一
認
め
た
。

　
一
九
五
七
年
三
月
二
六
日
法
は
、
生
存
配
偶
者
の
権
利
を
さ
ら
に
拡
大
し
、
被
相
続
人
が
普
通
傍
系
血
族
し
か
遺
さ
な
い
場
合
に

生
存
配
偶
者
は
相
続
財
産
す
べ
て
を
取
得
す
る
こ
と
と
し
、
以
後
普
通
傍
系
血
族
に
優
先
さ
せ
た
。
一
九
三
〇
年
法
が
、
一
方
の
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
空
白
の
場
合
に
配
偶
者
を
そ
の
恩
恵
に
浴
さ
せ
る
こ
と
で
血
族
と
の
競
合
を
認
め
た
の
に
対
し
て
、
一
九
五
七
年
法
は
、
配
偶
者

9
一

〇5



フランス 生存配偶者の相続ヒの地位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ゆ
　

に
一
定
の
血
族
を
排
除
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
さ
ら
に
、
一
九
五
八
年
一
二
月
二
二
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
（
一
三
〇
七
号
）
が
生
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

配
偶
者
に
相
続
財
産
の
占
有
権
を
認
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
九
五
七
法
に
お
け
る
権
利
拡
大
が
確
実
な
も
の
と
な
り
、
生
存
配
偶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ア
ソ

者
は
よ
う
や
く
相
続
人
の
地
位
を
正
式
に
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
七
二
年
］
月
三
日
法
が
自
然
子
（
非
嫡
出
子
）

の
相
続
上
の
地
位
を
嫡
出
子
と
同
等
に
し
た
結
果
、
生
存
配
偶
者
は
、
自
然
子
に
対
し
て
、
嫡
出
子
に
対
す
る
の
と
同
様
の
地
位
に

お
い
て
競
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
婚
姻
中
に
懐
胎
さ
れ
た
自
然
子
（
従
来
の
姦
生
子
－
懐
胎
時
に
そ
の
父
又
は
母
が
他
の
者
と
婚

姻
関
係
に
あ
っ
た
自
然
子
、
す
な
わ
ち
、
被
相
続
人
が
生
存
配
偶
者
と
の
婚
姻
中
に
他
の
異
性
と
の
間
に
設
け
た
非
嫡
出
ヂ
。
以
下
、
「
婚
姻

中
の
自
然
子
」
と
す
る
。
）
に
対
し
て
は
、
一
定
の
措
置
に
よ
り
保
護
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
大
き
な
改
正
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
一
九
八
七
年
七
月
六
日
法
は
、
裁
判
官
に
対
し
て
、
虚
有
権
者
の
請
求
に
基
づ
い

て
、
用
益
権
者
（
多
く
の
場
合
生
存
配
偶
者
）
の
意
思
に
反
し
て
、
用
益
権
を
課
さ
れ
た
不
分
割
財
産
の
完
全
な
所
有
権
の
売
却
を
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

可
す
る
こ
と
を
、
禁
じ
た
。
ま
た
、
一
九
八
九
年
一
二
月
三
一
日
法
は
、
手
工
業
又
は
商
業
の
事
業
主
の
生
存
配
偶
者
が
、
給
料
も

受
け
取
ら
ず
事
業
の
利
益
配
分
に
も
預
か
ら
ず
、
直
接
的
か
つ
実
際
に
少
な
く
と
も
一
〇
年
間
そ
の
事
業
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

証
明
す
る
場
合
、
例
外
的
に
、
一
定
限
度
額
内
で
債
権
を
付
与
さ
れ
る
と
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
生
存
配
偶
者
の
相
続
法
上
の
地
位
は
、
一
八
〇
四
年
民
法
典
以
後
大
幅
に
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

ま
だ
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
等
と
同
等
の
水
準
に
は
達
し
て
い
な
い
。
以
下
、
フ
ラ
ン
ス
現
行
相
続
制
度
を
、
相
続
人
の

順
位
と
相
続
分
、
遺
留
分
権
相
続
人
と
遺
留
分
を
中
心
に
概
観
し
た
上
で
、
生
存
配
偶
者
の
相
続
法
上
の
権
利
な
い
し
相
続
に
関
す

る
実
質
的
な
権
利
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
相
続
k
の
地
位
を
考
察
し
た
い
。

5（）3
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ニ
　
フ
ラ
ン
ス
現
行
相
続
制
度
の
概
観

　
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
で
は
、
相
続
は
、
第
一
編
「
人
」
で
は
な
く
、
第
三
編
第
一
章
「
所
有
権
取
得
の
諸
態
様
」
に
お
い
て
規
定
さ

れ
、
贈
与
、
遺
贈
と
と
も
に
財
産
の
無
償
取
得
の
原
因
と
さ
れ
て
い
る
、
し
た
が
っ
て
、
相
続
法
は
、
財
産
取
得
法
の
一
領
域
と
見

な
さ
れ
る
。
相
続
は
、
形
式
上
は
法
定
相
続
で
あ
り
、
例
外
を
除
き
、
任
意
の
指
定
相
続
人
、
約
定
に
よ
る
設
定
相
続
人
等
は
認
め

ら
れ
な
い
。
ま
た
、
相
続
は
、
被
相
続
人
の
自
然
死
に
よ
っ
て
開
始
す
る
（
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
七
一
八
条
。
以
下
、
何
も
付
さ
な
い
場

合
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
条
文
を
示
す
。
）
。
相
続
主
体
H
相
続
人
は
、
被
相
続
人
の
死
亡
時
に
存
在
す
る
者
で
あ
り
、
胎
児
も
相
続
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

力
を
も
つ
。
た
だ
し
、
死
産
の
子
は
勿
論
、
生
き
て
生
ま
れ
た
が
生
存
能
力
の
な
い
子
は
、
相
続
能
力
を
も
た
な
い
（
七
二
五
条
）
。

遺
贈
は
、
形
式
上
は
相
続
で
は
な
く
無
償
処
分
の
一
つ
で
あ
り
、
日
本
民
法
と
同
様
、
受
遺
者
（
慰
鴇
琶
邑
と
相
続
人
と
は
区
別

さ
れ
る
が
、
包
括
的
受
遺
者
の
地
位
は
、
判
例
に
よ
っ
て
相
続
人
の
地
位
と
ほ
ぼ
同
一
視
さ
れ
、
実
質
上
は
遺
言
相
続
が
存
在
す
る
。

504

　
の
　
相
続
人
の
順
位
と
相
続
分

　
以
下
、
血
族
相
続
人
で
あ
る
、
嫡
出
及
び
自
然
相
続
人
の
相
続
分
に
つ
い
て
述
べ
た
上
で
、
生
存
配
偶
者
の
相
続
分
を
見
た
い
と

思
う
。

　
1
　
血
族
相
続
人

《
嫡
出
相
続
人
》

　
順
位
及
び
親
等
が
最
も
被
相
続
人
に
近
い
者
が
相
続
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
こ
の
原
則
に
、
父
母
両
系
相
続
と
（
8
葺
①
［
ω
巨
＄

ω
ω
自
巴
①
］
）
代
襲
相
続
（
【
8
み
紹
葺
呂
9
霊
8
8
ω
霞
巴
。
）
が
付
加
さ
れ
る
。
今
日
、
相
続
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
は
、
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

に
、
財
産
の
由
来
で
は
な
く
、
推
定
さ
れ
る
死
亡
者
の
愛
情
で
あ
る
と
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
も
、
「
財
産
の
相
続
を
定
め
る
際
、



フランス生存配偶者の相続Lo）地位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

財
産
の
性
質
も
由
来
も
考
慮
し
な
い
。
」
と
規
定
し
て
い
る
（
七
三
二
条
）
。
し
か
し
、
大
革
命
以
前
、
相
続
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ

た
の
は
財
産
の
由
来
で
あ
り
、
財
産
は
、
そ
れ
が
由
来
す
る
父
系
や
母
系
に
戻
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
た
。
封
建
的
土
地
所
有
の
存
立

の
た
め
家
系
内
財
産
保
存
の
原
則
が
必
要
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
父
母
両
系
相
続
は
、
こ
の
残
津
と
し
て
存
在
す
る
。

　
嫡
出
相
続
人
は
、
卑
属
、
父
母
、
兄
弟
姉
妹
「
又
は
そ
の
卑
属
］
、
父
母
以
外
の
尊
属
、
六
親
等
内
の
普
通
傍
系
血
族
（
H
兄
弟

姉
妹
及
び
そ
の
卑
属
以
外
の
傍
系
血
族
）
で
あ
る
。

　
①
卑
属

　
被
相
続
人
の
子
又
は
卑
属
は
、
第
一
順
位
の
相
続
人
と
し
て
、
性
別
、
出
生
順
の
区
別
な
く
、
ま
た
、
そ
れ
ら
が
異
な
る
婚
姻
か

ら
生
ま
れ
た
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
父
母
又
は
尊
属
を
相
続
す
る
（
七
四
五
条
一
項
）
。
養
子
は
嫡
出
子
と
同
一
視
さ
れ
る
。
親
等

が
同
じ
場
合
、
相
続
分
は
均
等
で
あ
る
（
同
条
二
項
）
。
被
相
続
人
よ
り
先
に
死
亡
し
た
卑
属
は
代
襲
相
続
さ
れ
、
そ
れ
は
卑
属
の

直
系
に
お
い
て
は
無
限
に
行
わ
れ
る
（
七
四
〇
条
）
。

　
②
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹

　
被
相
続
人
に
卑
属
が
な
い
場
合
に
は
、
特
権
尊
属
（
1
父
母
）
及
び
特
権
傍
系
血
族
↑
兄
弟
姉
妹
又
は
そ
の
卑
属
）
が
、
第
二
順

位
の
相
続
人
と
し
て
相
続
す
る
（
七
四
八
条
）
。
代
襲
相
続
は
、
兄
弟
姉
妹
に
つ
い
て
は
生
じ
る
が
、
父
母
に
つ
い
て
は
生
じ
な
い

（
七
四
↓
条
、
七
四
二
条
）
。
こ
れ
ら
の
相
続
分
は
、
相
続
人
の
構
成
に
応
じ
て
、
以
下
の
通
り
に
な
る
。
ω
父
母
双
方
と
兄
弟
姉
妹

［
又
は
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
続
人
（
以
下
同
様
）
］
が
あ
る
場
合
相
続
財
産
は
二
等
分
さ
れ
、
父
母
に
は
二
分
の
一
が
等
分
に
（
全
体

の
四
分
の
一
ず
つ
）
、
兄
弟
姉
妹
に
は
残
り
の
二
分
の
一
が
与
え
ら
れ
る
（
七
四
八
条
）
。
吻
父
母
の
い
ず
れ
か
一
方
と
兄
弟
姉
妹
が

あ
る
場
合
、
父
母
の
一
方
に
四
分
の
一
、
兄
弟
姉
妹
に
四
分
の
三
が
与
え
ら
れ
る
（
七
四
九
条
、
七
五
一
条
）
。
⑬
兄
弟
姉
妹
が
な
く

父
母
双
方
が
あ
る
場
合
、
父
母
そ
れ
ぞ
れ
が
二
分
の
一
ず
つ
受
け
取
る
（
七
四
六
条
）
。
ゆ
兄
弟
姉
妹
が
な
く
父
母
の
い
ず
れ
か
一

方
の
場
合
に
、
父
母
の
他
方
の
系
に
尊
属
が
あ
る
と
き
は
、
父
母
の
一
方
が
二
分
の
一
、
他
方
の
系
の
尊
属
が
二
分
の
一
を
相
続
す
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る
（
同
条
）
。
こ
れ
は
、
父
母
両
系
相
続
の
原
則
に
よ
る
（
七
三
三
条
、
七
四
六
条
）
。
㈲
父
母
が
な
く
兄
弟
姉
妹
の
み
の
場
合
は
、
兄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

弟
姉
妹
が
相
続
財
産
全
部
を
相
続
す
る
（
七
五
〇
条
）
。

　
③
父
母
以
外
の
尊
属

　
卑
属
、
父
母
、
兄
弟
姉
妹
［
又
は
そ
の
卑
属
］
の
い
ず
れ
も
な
い
場
合
に
は
、
相
続
財
産
は
、
父
母
両
系
相
続
の
原
則
に
従
い
、

父
系
母
系
間
で
二
等
分
さ
れ
る
（
七
四
六
条
一
項
）
。
一
方
の
系
に
尊
属
も
な
い
場
合
に
は
、
相
続
財
産
は
他
方
の
系
の
尊
属
に
全
部

帰
属
す
る
（
七
五
三
条
一
項
前
段
）
。
系
内
部
で
は
、
最
も
親
等
が
近
い
尊
属
が
優
先
さ
れ
、
同
一
の
親
等
の
尊
属
間
で
は
均
等
で
あ

る
（
七
四
六
条
一
丁
三
項
）
。

　
④
普
通
傍
系
血
族

　
被
相
続
人
の
父
系
母
系
い
ず
れ
に
も
尊
属
も
な
い
場
合
に
は
、
相
続
財
産
は
各
系
の
六
親
等
内
の
普
通
傍
系
血
族
の
う
ち
親
等
の

最
も
近
い
者
に
二
分
の
一
ず
つ
帰
属
す
る
（
七
五
三
条
一
項
後
段
）
。
同
一
親
等
内
の
傍
系
血
族
間
で
は
均
等
で
あ
る
（
同
条
三
項
）
。

一
方
の
系
に
相
続
で
き
る
傍
系
血
族
が
な
く
、
か
つ
、
被
相
続
人
に
配
偶
者
が
な
い
場
合
に
は
、
他
方
の
系
の
傍
系
血
族
が
全
部
相

続
す
る
（
七
五
五
条
三
項
）
。

　
六
親
等
を
超
え
る
傍
系
血
族
は
原
則
と
し
て
相
続
し
な
い
が
、
被
相
続
人
の
兄
弟
姉
妹
の
卑
属
は
六
親
等
を
超
え
て
も
相
続
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

（
七
五
五
条
一
項
）
。
ま
た
、
被
相
続
人
が
死
亡
時
に
遺
言
能
力
が
な
く
、
か
つ
、
そ
れ
が
法
定
禁
治
産
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

は
、
一
二
親
等
内
の
傍
系
血
族
で
あ
っ
て
も
相
続
す
る
（
同
条
二
項
）
。

《
自
然
相
続
人
》

　
自
然
子
は
、
自
然
親
子
関
係
が
適
法
に
立
証
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
相
続
上
の
権
利
を
有
す
る
（
七
五
六
条
）
が
、
一
般
的
に
、

そ
の
父
母
及
び
他
の
尊
属
並
び
に
そ
の
兄
弟
姉
妹
及
び
他
の
傍
系
血
族
の
相
続
に
お
い
て
、
嫡
出
子
と
同
一
の
権
利
を
も
つ
（
七
五

七
条
）
。
た
だ
し
、
婚
姻
中
の
自
然
子
は
こ
の
例
外
と
し
て
、
そ
の
相
続
分
は
、
嫡
出
子
と
競
合
す
る
場
合
、
全
員
が
嫡
出
子
と
し
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て
計
算
さ
れ
た
相
続
分
の
二
分
の
一
で
あ
り
、
そ
の
減
額
分
は
嫡
出
子
の
取
り
分
を
均
等
に
増
額
す
る
（
七
六
〇
条
）
。

　
2
　
生
存
配
偶
者

　
被
相
続
人
の
死
亡
の
日
に
夫
婦
が
離
婚
し
て
い
ず
、
か
つ
、
生
存
配
偶
者
に
対
し
て
言
い
渡
さ
れ
た
既
判
力
あ
る
別
居
判
決
も
な

い
場
合
、
生
存
配
偶
者
は
、
そ
の
他
の
相
続
人
の
存
否
に
応
じ
て
、
完
全
な
所
有
権
又
は
用
益
権
を
相
続
し
、
ま
た
、
必
要
に
あ
る

場
合
は
扶
養
定
期
金
を
与
え
ら
れ
る
。

　
生
存
配
偶
者
は
、
被
相
続
人
の
父
母
両
系
に
相
続
で
き
る
血
族
が
な
い
場
合
又
は
普
通
傍
系
血
族
し
か
な
い
場
合
に
、
相
続
財
産

の
す
べ
て
に
つ
い
て
完
全
な
所
有
権
を
取
得
す
る
（
七
六
五
条
）
。
ま
た
、
い
ず
れ
か
一
方
の
系
に
相
続
で
き
る
血
族
が
な
い
場
合

又
は
そ
の
系
に
普
通
傍
系
血
族
し
か
な
い
場
合
は
、
七
五
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
系
に
帰
属
す
る
は
ず
の
相
続
財
産
の

二
分
の
一
に
つ
い
て
完
全
な
所
有
権
を
取
得
す
る
（
七
六
六
条
）
。
生
存
配
偶
者
が
完
全
な
所
有
権
を
相
続
す
る
場
合
に
お
い
て
、

婚
姻
中
の
自
然
子
の
存
在
は
生
存
配
偶
者
の
完
全
な
所
有
権
の
相
続
を
妨
げ
な
い
（
七
五
九
条
一
項
）
が
、
そ
の
取
り
分
を
減
少
さ

せ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
存
配
偶
者
は
、
こ
の
自
然
子
の
人
数
如
何
に
よ
ら
ず
、
こ
の
自
然
子
が
い
な
け
れ
ば
生
存
配
偶
者
に
帰
属
し

た
は
ず
の
二
分
の
一
を
受
け
取
る
（
同
条
二
項
）
。

　
完
全
な
所
有
権
を
相
続
し
な
い
場
合
に
用
益
権
を
有
す
る
。
被
相
続
人
に
子
が
あ
る
場
合
に
は
、
子
が
嫡
出
子
か
自
然
子
（
婚
姻

中
の
自
然
子
は
別
）
か
を
問
わ
ず
、
生
存
配
偶
者
は
相
続
財
産
の
四
分
の
一
に
つ
い
て
用
益
権
の
み
を
有
す
る
（
七
六
七
条
）
。
兄
弟

姉
妹
、
そ
の
卑
属
、
尊
属
又
は
婚
姻
中
の
自
然
子
し
か
な
い
場
合
は
、
生
存
配
偶
者
は
二
分
の
一
に
つ
い
て
用
益
権
を
有
す
る
。

　
生
存
配
偶
者
は
、
必
要
に
あ
る
場
合
に
は
、
相
続
財
産
に
対
す
る
扶
養
債
権
を
付
与
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
先
に
死
亡
し
た
夫
婦

の
一
方
の
相
続
財
産
は
、
生
存
す
る
他
方
で
必
要
に
あ
る
者
に
対
し
て
扶
養
料
の
義
務
を
負
う
（
二
〇
七
条
の
一
）
。
扶
養
料
を
主
張

す
る
た
め
の
期
間
は
死
亡
か
ら
一
年
で
あ
り
、
分
割
の
場
合
は
そ
の
完
了
ま
で
延
期
さ
れ
る
（
同
条
一
項
）
。
扶
養
定
期
金
は
遺
産

か
ら
控
除
さ
れ
る
（
同
条
二
項
）
。
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口
　
遺
留
分
権
相
続
人
と
遺
留
分

　
遺
留
分
権
相
続
人
（
臥
葺
属
誌
器
暑
餌
邑
お
）
は
卑
属
及
び
尊
属
で
あ
り
、
配
偶
者
は
、
兄
弟
姉
妹
そ
の
他
の
血
族
と
同
様
に
遺

留
分
権
を
も
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
被
相
続
人
は
配
偶
者
を
相
続
か
ら
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
配
偶
者
へ
の
贈
与
・
遺

贈
は
、
下
記
の
割
合
を
限
度
と
し
て
制
限
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
贈
与
・
遺
贈
に
よ
る
無
償
譲
与
（
壽
曾
呂
笹
は
制
限
さ
れ
、
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

相
続
人
が
処
分
可
能
な
財
産
の
割
合
ー
自
由
分
（
2
象
泳
象
呂
9
琶
Φ
）
に
は
限
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
自
由
分
を
超
え
て
行
っ

た
遺
贈
は
減
殺
さ
れ
る
（
八
四
四
条
）
。
フ
ラ
ン
ス
法
は
、
遺
留
分
を
比
較
的
広
く
認
め
て
い
る
が
、
以
下
の
よ
う
に
、
相
続
人
側

か
ら
の
遺
留
分
と
し
て
で
は
な
く
、
被
相
続
人
側
か
ら
の
処
分
可
能
な
割
合
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。

　
①
卑
属

　
被
相
続
人
が
卑
属
に
対
し
て
処
分
可
能
な
財
産
の
割
合
は
、
子
が
一
人
の
場
合
は
財
産
の
二
分
の
一
（
し
た
が
っ
て
、
遺
留
分
は

二
分
の
一
）
、
二
人
の
場
合
は
三
分
の
一
（
同
三
分
の
二
）
、
三
人
以
上
の
場
合
は
四
分
の
一
（
同
四
分
の
三
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
嫡

出
子
と
自
然
子
と
で
同
じ
で
あ
る
（
九
二
二
条
）
。
た
だ
し
、
婚
姻
中
の
自
然
子
の
遺
留
分
は
、
嫡
出
子
と
競
合
す
る
場
合
、
全
員

が
嫡
出
子
と
し
て
計
算
さ
れ
た
遺
留
分
の
二
分
の
一
で
あ
り
、
減
額
分
は
嫡
出
子
の
遺
留
分
を
均
等
に
増
額
す
る
。
嫡
出
子
と
競
合

せ
ず
、
婚
姻
中
の
自
然
子
の
み
が
相
続
人
の
場
合
又
は
自
然
子
と
の
み
競
合
す
る
場
合
は
、
上
記
九
二
二
条
に
規
定
す
る
割
合
に
等

し
い
（
九
一
五
条
の
一
）
。
た
だ
し
、
婚
姻
中
の
自
然
子
の
み
が
遺
留
分
権
相
続
人
の
場
合
、
生
存
配
偶
者
に
対
す
る
処
分
可
能
分
の

取
扱
い
は
、
嫡
出
子
が
あ
る
場
合
と
は
異
な
る
（
一
〇
九
七
条
一
項
。
後
述
）
。

　
孫
又
は
曾
孫
が
代
襲
す
る
場
合
、
遺
留
分
は
、
r
”
被
代
襲
者
（
『
8
鳳
ω
①
葺
邸
）
を
単
位
と
し
て
計
算
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

被
相
続
人
に
二
人
の
子
が
あ
り
、
子
の
一
人
が
三
人
の
子
を
残
し
て
先
死
し
て
い
る
場
合
、
遺
留
分
は
子
二
人
と
し
て
計
算
さ
れ
る
。
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②
尊
　
属

　
卑
属
が
な
い
場
合
に
は
、
尊
属
が
遺
留
分
権
を
有
す
る
。
被
相
続
人
の
処
分
可
能
な
割
合
は
、
尊
属
が
父
母
両
系
に
存
在
す
る
場

合
は
二
分
の
一
（
遺
留
分
は
二
分
の
↓
）
、
い
ず
れ
か
一
方
の
系
に
の
み
存
在
す
る
場
合
は
四
分
の
三
（
同
四
分
の
一
）
で
あ
る
（
九

一
四
条
一
項
）
Q

フランス生存配偶者の相続Lの地位

　
国
　
相
続
税

　
血
族
相
続
人
で
な
い
生
存
配
偶
者
も
、
相
続
税
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
直
系
血
族
と
同
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
相
続
税
は
、
相
続
人
又
は
受
遺
者
が
取
得
し
た
財
産
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
遺
産
取
得
税
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。

一
九
九
二
年
か
ら
、
相
続
前
一
〇
年
以
内
の
生
前
贈
与
額
の
み
加
算
さ
れ
て
い
る
。
当
初
、
贈
与
税
は
独
立
し
た
税
で
あ
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

一
九
四
二
年
以
降
相
続
税
制
度
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。
受
益
者
が
、
配
偶
者
、
直
系
血
族
で
あ
る
場
合
、
基
礎
控
除
額
は
、
配
偶
者

に
つ
い
て
は
三
三
万
フ
ラ
ン
、
直
系
血
族
に
つ
い
て
は
三
〇
万
フ
ラ
ン
で
あ
る
（
租
税
］
般
法
典
七
七
九
条
）
。
基
礎
控
除
額
の
範
囲

を
超
え
た
場
合
、
配
偶
者
及
び
直
系
血
族
に
対
し
て
は
、
五
～
四
〇
％
の
税
率
で
課
税
さ
れ
（
同
七
七
七
条
）
、
夫
婦
間
の
無
償
処

分
は
、
直
系
血
族
間
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
兄
弟
姉
妹
に
は
、
三
五
％
と
四
五
％
、
そ
の
他

の
四
親
等
内
の
傍
系
血
族
に
は
五
五
％
、
そ
れ
以
上
の
親
等
の
傍
系
血
族
及
び
血
族
で
な
い
者
の
場
合
に
は
六
〇
％
の
税
率
で
課
さ

れ
、
よ
り
遠
い
血
族
関
係
に
あ
る
者
に
対
し
て
は
、
税
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
配
偶
者
に
つ
い
て
、
こ
の
他
に
特
別
の
控
除
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
婚
姻
中
に
取
得
し
た
財
産
は
、
通
常
夫
婦
の
共
通
財
産

を
構
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
分
を
有
す
る
半
分
に
対
し
て
は
課
税
さ
れ
な
い
。
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三
　
生
存
配
偶
者
の
相
続
上
の
権
利

　
の
　
相
続
法
上
の
権
利

　
1
　
生
存
配
偶
者
の
相
続
権
利
関
係
の
前
提
条
件

　
生
存
配
偶
者
の
相
続
権
利
関
係
は
、
二
つ
の
条
件
を
前
提
と
す
る
。
ω
相
続
開
始
日
に
お
け
る
婚
姻
の
存
在
、
ω
法
律
上
の
別
居

の
結
果
生
じ
た
失
権
又
は
放
棄
の
不
存
在
、
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
存
配
偶
者
は
、
被
相
続
人
の
死
亡
ま
で
継
続
し
て
い
た
婚
姻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

が
死
亡
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
た
場
合
に
の
み
相
続
人
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
死
後
の
婚
姻
、
離
婚
．
無
効
な
婚
姻
は
、
当
然
何
の

権
利
も
も
た
ら
さ
な
い
。
法
律
上
の
別
居
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
被
相
続
人
に
対
し
て
言
い
渡
さ
れ
た
場
合
（
被
相
続
人
が
一
方
的

過
誤
に
よ
る
別
居
の
一
方
的
過
誤
者
、
共
同
生
活
の
破
綻
に
よ
る
別
居
の
請
求
者
で
あ
る
場
合
（
二
六
五
条
、
三
〇
四
条
）
）
、
夫
婦
の
い
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

れ
に
対
し
て
も
言
い
渡
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
、
生
存
配
偶
者
は
相
続
権
利
関
係
を
維
持
す
る
。
生
存
配
偶
者
は
、
再
婚
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

前
婚
で
獲
得
し
た
権
利
を
失
わ
な
い
が
、
特
定
の
権
利
（
文
学
及
び
芸
術
作
品
の
著
作
権
に
対
す
る
用
益
権
）
は
失
う
。

　
2
　
完
全
な
所
有
権
の
相
続

　
生
存
配
偶
者
が
完
全
な
所
有
権
を
相
続
す
る
の
は
例
外
的
で
あ
り
、
か
な
り
制
限
さ
れ
る
。
ω
生
存
配
偶
者
が
決
し
て
完
全
な
所

有
権
を
相
続
し
な
い
の
は
、
①
卑
属
が
存
在
す
る
場
合
、
②
特
権
尊
属
及
び
特
権
傍
系
血
族
が
存
在
す
る
場
合
で
あ
る
。
⑭
と
き
に

よ
っ
て
完
全
な
所
有
権
を
相
続
し
う
る
の
は
、
第
三
順
位
の
尊
属
（
父
母
以
外
の
尊
属
）
が
存
在
す
る
場
合
で
あ
り
、
①
父
母
両
系

に
尊
属
が
存
在
す
る
場
合
に
は
何
も
相
続
し
な
い
、
の
に
対
し
て
、
②
一
方
の
系
に
の
み
尊
属
が
存
在
す
る
場
合
は
、
他
方
の
系
に

普
通
傍
系
血
族
が
存
在
し
た
と
し
て
も
半
分
を
相
続
す
る
。
両
系
相
続
の
原
則
に
よ
っ
て
、
他
方
の
系
に
代
襲
者
が
い
た
な
ら
ば
そ

の
系
に
帰
属
し
た
は
ず
の
半
分
を
、
生
存
配
偶
者
が
取
得
す
る
。
こ
こ
で
は
、
両
系
相
続
の
原
則
が
、
配
偶
者
の
利
益
の
た
め
に
活

用
さ
れ
て
い
る
。
他
方
の
系
が
空
白
の
場
合
に
一
方
の
系
に
全
部
帰
属
す
る
こ
と
を
定
め
る
七
五
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
配
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偶
者
が
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
㈹
生
存
配
偶
者
が
必
ず
完
全
な
所
有
権
を
相
続
す
る
の
は
、
普
通
傍
系
血
族
の
み
が
存
在
す
る
場

合
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
全
部
相
続
す
る
。

　
生
存
配
偶
者
が
完
全
な
所
有
権
を
相
続
す
る
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
通
常
の
家
族
状
況
に
対
応
す
る
場
合
の
他
、
特
定
の
家
族
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

況
－
卑
属
が
婚
姻
中
の
自
然
子
、
被
相
続
人
自
身
が
単
純
養
子
で
あ
る
よ
う
な
状
況
　
　
に
対
応
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

婚
姻
中
の
自
然
子
が
存
在
す
る
場
合
の
生
存
配
偶
者
の
相
続
権
利
関
係
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

《
生
存
配
偶
者
と
婚
姻
中
の
自
然
子
と
の
関
係
》

　
立
法
者
は
、
そ
の
婚
姻
か
ら
生
じ
た
嫡
出
子
が
存
在
す
る
場
合
に
そ
の
婚
姻
巾
に
懐
胎
さ
れ
た
自
然
子
の
相
続
分
を
削
減
す
る
の

と
同
様
の
理
念
に
お
い
て
、
姦
通
と
い
う
被
害
を
被
っ
た
生
存
配
偶
者
を
、
こ
の
自
然
子
に
対
し
て
保
護
し
よ
う
と
し
た
。
す
な
わ

ち
、
自
然
子
が
』
般
的
に
」
嫡
出
子
と
同
一
の
権
利
を
有
す
る
（
七
五
七
条
）
と
し
て
も
、
そ
れ
が
姦
通
に
よ
っ
て
そ
の
婚
姻
中

に
設
け
ら
れ
た
自
然
子
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
存
在
が
被
害
者
た
る
嫡
出
家
族
に
引
き
起
こ
す
損
害
を
抑
え
、
配
偶
者
も
嫡
出
子
と
同

様
に
保
護
す
る
、
と
い
う
婚
姻
へ
の
特
別
な
配
慮
を
示
し
た
。
こ
の
結
果
、
生
存
配
偶
者
は
、
こ
の
自
然
子
と
競
合
す
る
と
き
、
卑

属
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
完
全
な
所
有
権
を
相
続
し
う
る
。
こ
の
自
然
子
が
存
在
し
な
け
れ
ば
生
存
配
偶
者
に
帰
属
し
た
は
ず
の

所
有
権
を
全
部
奪
う
べ
き
で
は
な
く
部
分
的
に
の
み
奪
う
べ
き
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
完
全
な
所
有
権
を
相
続
す
る
に
は
、

こ
の
自
然
子
が
存
在
し
な
け
れ
ば
生
存
配
偶
者
は
完
全
な
所
有
権
の
相
続
に
招
致
さ
れ
て
い
た
と
い
う
家
族
状
況
を
必
要
と
す
る
。

こ
の
自
然
子
が
存
在
し
な
け
れ
ば
生
存
配
偶
者
に
帰
属
し
た
は
ず
の
権
利
の
維
持
が
問
題
で
あ
り
、
生
存
配
偶
者
が
も
と
も
と
主
張

し
え
な
い
権
利
を
新
た
に
授
与
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
婚
姻
中
の
自
然
子
が
存
在
す
る
と
き
、
生
存
配

偶
者
は
、
次
の
二
つ
の
前
提
に
お
い
て
の
み
完
全
な
所
有
権
を
相
続
す
る
。
ω
普
通
傍
系
血
族
の
み
が
存
在
す
る
場
合
、
の
一
方
の

系
に
普
通
傍
系
血
族
の
み
が
存
在
し
、
か
つ
他
方
の
系
に
特
権
傍
系
血
族
以
ヒ
の
順
位
の
相
続
人
が
存
在
し
な
い
場
合
で
あ
る
。
本

来
、
ω
は
、
生
存
配
偶
者
が
完
全
な
所
有
権
を
す
べ
て
相
続
す
る
場
合
で
あ
り
、
の
は
、
半
分
相
続
す
る
場
合
で
あ
る
。
婚
姻
中
の
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自
然
子
は
、
七
五
九
条
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
数
に
よ
ら
ず
生
存
配
偶
者
に
帰
属
し
た
は
ず
の
二
分
の
一
を
受
け
取
る
か
ら
、
こ
の
結

果
、
配
偶
者
は
、
q
D
で
は
完
全
な
所
有
権
の
二
分
の
一
、
⑭
で
は
四
分
の
一
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
生
存
配
偶
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

は
、
婚
姻
中
の
自
然
子
に
対
し
て
、
そ
の
姦
通
性
ゆ
え
に
対
抗
し
う
る
。

　
他
方
、
被
相
続
人
が
前
婚
中
に
設
け
た
自
然
子
は
、
ま
さ
に
嫡
出
子
と
同
様
、
生
存
配
偶
者
が
完
全
な
所
有
権
を
相
続
す
る
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

妨
げ
る
。
被
相
続
人
の
前
婚
中
の
姦
通
は
、
生
存
配
偶
者
に
と
っ
て
重
大
な
事
実
で
は
な
い
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
3
　
用
益
権
の
相
続

　
生
存
配
偶
者
は
、
完
全
な
所
有
権
を
相
続
し
な
い
場
合
に
の
み
用
益
権
を
相
続
す
る
。
原
則
と
し
て
、
完
全
な
所
有
権
と
用
益
権

　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

と
の
併
存
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
完
全
な
所
有
権
を
相
続
す
る
場
合
を
除
い
た
以
下
の
三
つ
の
場
合
に
、
用
益
権
を
相
続
す
る
。

ω
父
母
両
系
に
尊
属
が
存
在
す
る
場
合
、
⑭
特
権
傍
系
血
族
が
存
在
す
る
場
合
、
⑥
卑
属
が
存
在
す
る
場
合
で
あ
る
。
ω
⑭
の
場
合
、

生
存
配
偶
者
は
、
用
益
権
の
半
分
を
相
続
す
る
。
⑬
の
場
合
、
卑
属
が
嫡
出
子
（
そ
の
婚
姻
か
ら
生
じ
た
子
も
そ
う
で
な
い
子
も
）
、

養
子
、
自
然
子
で
あ
れ
、
四
分
の
一
を
相
続
す
る
。
た
だ
し
、
①
婚
姻
中
の
自
然
子
が
こ
れ
ら
の
卑
属
の
中
の
一
人
で
あ
る
場
合
に

は
生
存
配
偶
者
は
同
様
に
四
分
の
一
し
か
相
続
し
な
い
、
の
に
対
し
て
、
②
こ
の
自
然
子
が
唯
一
の
卑
属
で
あ
る
場
合
に
は
二
分
の

一
を
相
続
す
る
。

《
用
益
権
の
終
身
定
期
金
へ
の
転
換
》

　
物
権
で
あ
る
用
益
権
は
、
そ
れ
を
有
す
る
者
に
「
物
」
に
対
す
る
直
接
的
な
権
利
を
付
与
す
る
。
用
益
権
者
は
、
相
続
財
産
の
使

用
と
享
受
i
使
用
権
と
天
然
又
は
法
定
の
果
実
　
　
を
付
与
さ
れ
、
相
続
財
産
の
実
質
上
の
支
配
を
約
束
さ
れ
る
。
建
物
の
用
益

権
者
と
な
っ
た
生
存
配
偶
者
は
、
自
己
の
流
儀
で
、
賃
料
を
得
る
た
め
に
建
物
を
賃
貸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
用
益
権
の

所
有
権
か
ら
の
分
離
（
泳
ヨ
①
ヨ
耳
①
ヨ
。
筥
）
に
は
リ
ス
ク
が
伴
う
。
主
要
な
リ
ス
ク
は
経
済
的
順
位
で
あ
り
、
用
益
権
者
た
る
生
存

配
偶
者
が
虚
有
権
者
た
る
相
続
人
を
脅
か
す
一
方
で
、
所
有
権
が
何
ら
移
転
し
な
い
財
産
を
抱
え
て
下
落
す
る
可
能
性
も
あ
る
賃
料
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の
み
を
追
求
す
る
こ
と
は
、
生
存
配
偶
者
に
と
っ
て
リ
ス
ク
で
あ
る
。
用
益
権
者
と
虚
有
権
者
の
問
に
、
家
族
が
そ
の
内
奥
に
秘
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

る
極
度
の
緊
張
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
リ
ス
ク
が
増
幅
さ
れ
る
。

　
一
八
九
一
年
法
の
立
法
者
は
、
所
有
権
の
権
能
分
離
の
不
都
合
さ
を
認
識
し
、
用
益
権
の
終
身
定
期
金
へ
の
転
換
を
生
存
配
偶
者

に
課
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
す
な
わ
ち
、
「
確
定
分
割
ま
で
は
、
相
続
人
は
、
十
分
な
担
保
及
び
当
初
の
相
等
性
を
維
持
す
る
こ
と

の
保
障
を
供
与
し
て
」
、
生
存
配
偶
者
の
用
益
権
を
相
等
の
終
身
定
期
金
に
転
換
す
る
こ
と
を
要
求
で
き
る
（
七
六
七
条
一
項
）
。
転

換
に
つ
い
て
相
続
人
問
に
不
一
致
が
あ
る
場
合
に
は
、
転
換
は
裁
判
所
に
と
っ
て
任
意
で
あ
る
（
同
条
二
項
）
。

　
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
七
六
七
条
が
規
定
す
る
用
益
権
、
す
な
わ
ち
、
通
常
の
相
続
に
よ
っ
て
取
得
す
る
法
定
用
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

権
（
島
亀
≡
一
二
猪
匙
で
あ
る
。
転
換
を
請
求
し
う
る
者
は
虚
有
権
者
の
み
で
あ
り
、
用
益
権
者
で
は
な
い
。
虚
有
権
者
の
意
見
が

一
致
す
る
と
き
、
転
換
は
法
律
上
当
然
の
権
利
で
あ
る
。
た
だ
し
、
虚
有
権
者
た
る
相
続
人
が
転
換
請
求
を
表
明
で
き
る
の
は
、

「
確
定
分
割
ま
で
」
で
あ
り
、
そ
の
後
は
そ
の
権
利
を
失
う
。
転
換
は
、
元
本
（
。
暑
一
辞
包
で
は
な
く
終
身
定
期
金
（
お
昇
Φ
≦
濃
酵
。
）

で
の
み
課
す
こ
と
が
で
き
、
q
D
用
益
権
と
の
相
等
性
、
⑭
当
初
の
相
等
性
の
維
持
の
保
障
、
個
十
分
な
担
保
の
付
与
、
と
い
う
三
要

件
を
充
た
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
相
等
性
は
厳
格
に
尊
重
さ
れ
、
定
期
金
の
額
は
、
転
換
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
の
当
該
財
産
の
利

用
価
値
や
収
益
か
ら
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
相
等
性
の
実
現
は
現
実
に
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
。
相
等
性
の
維
持
の
保
障

は
、
金
銭
的
価
値
が
減
少
し
な
い
た
め
で
あ
り
、
ス
ラ
イ
ド
制
と
い
う
方
法
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
㈹
は
、
定
期
金
債
務
者
の
偶
発

的
又
は
意
図
的
な
弁
済
不
能
の
危
険
か
ら
生
存
配
偶
者
を
保
護
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
転
換
の
結
果
、
物
権
が
債
権
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。
転
換
を
理
由
と
し
て
、
相
続
財
産
の
所
有
権
は
完
全
に
生
存
配
偶
者
の
共
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
V

相
続
人
に
帰
属
し
、
所
有
権
は
そ
の
部
分
的
分
離
か
ら
脱
し
、
相
関
的
に
、
生
存
配
偶
者
は
相
続
財
産
を
使
用
・
享
受
す
る
す
べ
て

の
権
利
を
失
う
。
代
償
と
し
て
、
生
存
配
偶
者
は
債
権
者
と
な
り
、
共
同
相
続
人
は
生
存
配
偶
者
に
対
す
る
定
期
的
な
金
銭
給
付
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
綴
）

負
う
。
転
換
は
分
割
の
実
行
で
あ
り
、
分
割
の
宣
言
的
効
果
に
従
う
。
こ
の
結
果
、
生
存
配
偶
者
は
相
続
人
の
死
亡
の
日
か
ら
定
期
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（
32
）

金
債
権
者
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
、
相
関
的
に
、
決
し
て
用
益
権
者
で
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
転
換
は
、
四
分
の
一
を
超
え
る
損

害
を
損
失
と
し
て
立
証
す
る
場
合
に
取
り
消
し
う
る
（
八
八
七
条
二
項
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脇
）

　
し
か
し
、
実
際
に
法
定
用
益
権
が
転
換
さ
れ
る
こ
と
は
稀
と
さ
れ
る
。
理
由
の
一
つ
は
、
技
術
面
で
あ
り
、
転
換
が
複
雑
な
作
業

を
前
提
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
生
存
配
偶
者
が
定
期
金
支
払
い
が
不
規
則
に
な
る
こ
と
を
懸
念
し
転
換
を
嫌
が
る
等
の
心
理

面
も
指
摘
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
税
制
面
に
お
い
て
転
換
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
。
終
身
定
期
金
は
、
債
務
者
が
定
期
支
払
い
額
を
そ

の
収
入
か
ら
控
除
し
え
な
い
（
租
税
一
般
法
典
一
五
六
条
H
二
号
）
の
に
、
債
権
者
た
る
配
偶
者
の
課
税
収
入
と
な
る
（
同
七
九
条
）

　
　
　
　
（
斜
）

か
ら
で
あ
る
。

　
4
　
扶
養
定
期
金

　
一
八
九
一
年
法
の
立
法
者
は
、
年
老
い
た
生
存
配
偶
者
に
資
力
を
与
え
る
こ
と
を
望
み
、
生
存
配
偶
者
が
相
続
に
よ
っ
て
つ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
35
）

く
生
活
す
る
た
め
の
最
小
限
を
得
ら
れ
な
い
場
合
を
考
慮
し
、
生
存
配
偶
者
が
必
要
に
あ
る
限
り
相
続
財
産
に
対
す
る
扶
養
債
権
を

認
め
た
。
婚
姻
か
ら
生
ず
る
夫
婦
問
の
扶
養
義
務
が
、
そ
の
債
務
者
の
死
亡
を
越
え
て
延
長
さ
れ
る
。
扶
養
債
権
は
、
本
来
の
意
味

に
お
け
る
相
続
権
利
関
係
で
は
な
く
、
相
続
の
権
利
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
と
置
き
換
え
ら
れ
な
い
。
困
窮
す
る
生
存
配

偶
者
は
、
無
遺
言
相
続
の
権
利
関
係
如
何
に
よ
ら
ず
扶
養
定
期
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

　
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
四
つ
の
特
徴
が
指
摘
さ
れ
る
。
ω
扶
養
定
期
金
は
「
相
続
財
産
」
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
。
こ

こ
か
ら
、
次
の
三
つ
の
結
果
が
生
じ
る
。
①
扶
養
定
期
金
は
そ
の
額
及
び
原
則
に
関
し
て
相
続
積
極
財
産
の
重
要
な
機
能
で
あ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

相
続
人
の
個
人
的
資
力
の
機
能
で
は
な
く
、
積
極
財
産
が
全
く
な
い
場
合
に
は
生
存
配
偶
者
は
何
ら
取
得
し
な
い
。
②
定
期
金
の
原

則
を
決
定
す
る
の
は
相
続
開
始
の
日
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
生
存
配
偶
者
の
必
要
状
態
は
こ
の
日
に
存
在
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
後
で
は
扶
養
料
の
権
利
に
道
が
開
か
れ
な
い
（
な
お
、
扶
養
料
を
主
張
す
る
た
め
の
期
間
は
死
亡
か
ら
一
年
で
あ
り
、
相
続
財
産
の

分
割
の
場
合
に
は
そ
の
完
了
ま
で
延
長
さ
れ
る
。
ま
た
、
扶
養
定
期
金
が
協
議
に
よ
っ
て
承
諾
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
い
う
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か
た
ち
を
と
る
）
。
③
扶
養
定
期
金
は
、
原
則
と
し
て
、
生
存
配
偶
者
の
重
大
な
義
務
違
反
を
理
由
と
し
て
拒
否
又
は
過
小
評
価
さ

　
　
（
3
8
）

れ
な
い
。
⑭
生
存
配
偶
者
は
債
権
者
で
あ
っ
て
相
続
人
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
次
の
事
項
の
説
明
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
①
生
存
配

偶
者
の
相
続
の
権
利
を
剥
奪
す
る
状
況
ー
生
存
配
偶
者
に
対
し
て
言
い
渡
さ
れ
た
法
律
L
の
別
居
ー
が
存
在
し
て
も
、
扶
養
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

の
権
利
は
奪
わ
れ
な
い
。
②
他
の
相
続
人
は
遺
留
分
で
対
抗
す
る
こ
と
は
て
き
な
い
。
③
特
定
受
遺
者
は
生
存
配
偶
者
に
劣
位
す
る
。

④
生
存
配
偶
者
は
、
相
続
債
権
者
と
同
様
、
資
産
の
分
離
を
請
求
で
き
る
。
耐
扶
養
料
は
、
元
本
で
は
な
く
定
期
払
い
で
支
払
わ
れ

（
鮒
）る

。
ゆ
扶
養
定
期
金
は
、
扶
養
義
務
の
特
質
で
あ
る
多
様
性
を
部
分
的
に
し
か
も
た
な
い
。
す
な
わ
ち
、
扶
養
定
期
金
は
、
生
存
配

偶
者
が
新
た
に
資
力
を
得
た
場
合
は
縮
減
又
は
削
除
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
に
、
生
存
配
偶
者
の
資
力
が
低
下
し
た
場
合
は
増
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
な
レ

さ
れ
ず
、
相
続
財
産
の
価
値
が
変
動
し
た
場
合
も
修
正
さ
れ
な
い
と
さ
れ
る
。

　
5
　
相
続
財
産
の
不
分
割
維
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

　
複
数
の
相
続
人
が
あ
る
場
合
、
相
続
財
産
は
相
続
人
間
で
分
割
（
冨
器
鷺
）
さ
れ
る
ま
で
不
分
割
な
い
し
共
有
（
ぎ
良
く
邑
9
）

状
態
に
お
か
れ
る
が
、
各
共
同
相
続
人
は
こ
の
状
態
に
止
ま
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
ず
、
い
つ
で
も
分
割
を
請
求
で
き
る
の
が
原
則
で

　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

あ
る
（
八
一
五
条
】
項
）
。
た
だ
し
、
以
下
の
場
合
に
は
、
例
外
的
に
、
共
同
の
利
益
又
は
家
産
の
保
全
の
た
め
に
、
分
割
の
延
期
又

は
禁
止
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
分
割
の
即
時
の
実
現
が
不
分
割
財
産
の
価
値
に
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
二
年

を
限
度
に
分
割
が
禁
止
さ
れ
る
（
同
条
二
項
）
他
、
生
存
配
偶
者
や
卑
属
の
た
め
に
、
↓
定
の
場
合
に
分
割
が
延
期
又
は
禁
止
さ
れ

る
。
具
体
的
に
は
、
被
相
続
人
又
は
生
存
配
偶
者
が
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
た
場
合
、
生
存
配
偶
者
は
経
営
資
産
の
不
分
割
維
持
を

請
求
で
き
（
八
一
五
条
の
一
、
一
項
）
、
同
様
に
生
存
配
偶
者
が
居
住
用
、
職
業
用
の
建
物
の
所
有
者
で
被
相
続
人
の
死
亡
時
そ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

居
住
し
て
い
た
場
合
、
五
年
を
限
度
に
不
分
割
を
請
求
で
き
、
生
存
配
偶
者
が
死
亡
す
る
ま
で
更
新
で
き
る
（
同
条
二
・
四
・
五
項
）
。
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口
　
夫
婦
間
の
処
分
、
夫
婦
財
産
制
等
に
よ
る
権
利

　
生
存
配
偶
者
が
ま
だ
相
続
人
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
き
、
そ
の
利
益
は
、
夫
婦
財
産
契
約
、
夫
婦
間
の
贈
与
、
遺
贈

等
の
方
法
に
よ
っ
て
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
伝
統
的
な
考
え
方
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
生
存
配
偶
者
は
、
相
続
人
と
し
て
正
式

に
認
め
ら
れ
た
現
在
も
、
以
下
の
方
法
に
よ
っ
て
、
先
死
配
偶
者
か
ら
無
償
譲
与
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
法
定
共
通
財

産
制
の
下
で
は
、
生
存
配
偶
者
は
、
先
死
配
偶
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
、
通
常
、
共
通
財
産
に
つ
い
て
の
自
己
の
持
分
に
加
え
相
続
分

を
取
得
す
る
。
以
下
、
生
存
配
偶
者
が
こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
っ
て
取
得
し
う
る
権
利
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　
1
　
夫
婦
間
の
処
分

　
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
は
、
婚
姻
中
の
夫
婦
間
の
処
分
と
し
て
、
子
の
利
益
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
配
偶
者
の
一
方
の
死
亡
に
よ
る
他

方
の
経
済
的
地
位
を
予
測
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
特
別
の
処
分
可
能
分
と
こ
れ
に
付
随
す
る
措
置
を
定
め
て
い
る
。
無
償
剰
余
が
可

能
な
割
合
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
先
死
者
の
死
亡
時
の
家
族
状
況
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
遺
留
分
権
相
続
人
の
資
格
に
応
じ
て
変
化

（
4
5
）

す
る
。

　
ま
ず
、
配
偶
者
の
一
方
の
死
亡
を
予
定
し
、
ω
そ
の
一
方
に
尊
属
の
み
が
あ
る
場
合
に
、
九
一
四
条
一
項
に
基
づ
く
処
分
可
能
分

H
自
由
分
（
父
母
両
系
に
尊
属
が
あ
る
と
き
は
財
産
の
二
分
の
一
、
一
方
の
系
の
み
に
尊
属
が
あ
る
と
き
は
四
分
の
三
）
に
つ
い
て
所
有
権
、

［
そ
れ
以
上
与
え
た
い
場
合
は
］
さ
ら
に
尊
属
の
遺
留
分
に
つ
い
て
虚
有
権
を
限
度
と
し
て
、
他
方
に
処
分
で
き
る
（
一
〇
九
四
条
）
。

同
様
に
、
⑭
嫡
出
子
も
し
く
は
前
婚
か
ら
生
じ
た
嫡
出
子
又
は
自
然
子
又
は
卑
属
が
あ
る
場
合
に
、
九
二
二
条
に
基
づ
く
処
分
可
能

分
（
子
が
一
人
の
と
き
は
財
産
の
二
分
の
一
、
二
人
の
と
き
は
三
分
の
一
、
三
人
以
上
の
と
き
は
四
分
の
一
）
に
つ
い
て
所
有
権
、
又
は
、

子
の
人
数
に
よ
ら
ず
、
財
産
の
四
分
の
一
に
つ
い
て
所
有
権
と
四
分
の
三
に
つ
い
て
用
益
権
、
又
は
財
産
す
べ
て
に
つ
い
て
用
益
権

の
み
を
、
他
方
に
処
分
で
き
る
（
一
〇
九
四
条
の
一
）
。
同
様
に
、
㈹
婚
姻
中
の
自
然
子
の
み
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
人
数
に
よ
ら
ず
、

財
産
の
四
分
の
三
に
つ
い
て
所
有
権
、
又
は
財
産
の
二
分
の
一
ず
つ
に
つ
い
て
所
有
権
と
用
益
権
、
又
は
財
産
す
べ
て
に
つ
い
て
用
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益
権
の
み
を
処
分
で
き
る
（
一
〇
九
七
条
一
項
）
。
一
九
六
三
年
七
月
二
二
日
法
の
改
正
に
よ
る
こ
れ
ら
の
処
分
は
、
生
存
配
偶
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

権
利
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

　
こ
の
夫
婦
間
の
処
分
に
よ
る
用
益
権
も
終
身
定
期
金
に
転
換
で
き
、
そ
の
要
件
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
所
有
権
と
用
益
権
両
方
の
場
合
又
は
用
益
権
の
み
の
場
合
に
、
そ
れ
が
財
産
の
二
分
の
一
を
超
過
す
る
と
き
、
子
、
卑

属
は
各
々
の
相
続
分
に
関
し
て
、
等
価
額
を
保
障
す
る
充
分
な
担
保
を
提
供
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
こ
の
用
益
権
を
等
価
額
の
終
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
娼
）

定
期
金
に
転
換
す
る
こ
と
を
要
求
で
き
る
（
↓
〇
九
四
条
の
二
、
一
項
）
。
配
偶
者
の
一
方
の
死
亡
時
に
他
方
が
主
た
る
居
所
と
し
て

い
た
住
居
の
用
益
権
、
住
居
の
家
具
の
用
益
権
に
つ
い
て
は
、
終
身
定
期
金
へ
の
転
換
を
要
求
で
き
な
い
（
同
条
二
項
）
。
こ
の
よ

う
に
、
無
償
剰
余
が
半
分
を
超
え
た
場
合
に
の
み
転
換
を
請
求
し
う
る
点
、
卑
属
各
自
に
そ
の
相
続
分
に
つ
い
て
転
換
を
請
求
す
る

権
能
が
認
め
ら
れ
て
い
る
点
、
ま
た
、
居
住
用
建
物
及
び
そ
の
家
具
に
つ
い
て
は
転
換
が
除
外
さ
れ
る
点
に
お
い
て
、
夫
婦
間
の
処

分
に
よ
る
用
益
権
の
転
換
要
件
は
、
七
六
七
条
に
基
づ
く
法
定
用
益
権
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
夫
婦
財
産
契
約
に
よ
っ
て
婚
姻
前
に
将
来
の
夫
婦
間
で
行
う
贈
与
（
］
○
八
一
条
以
下
）
も
、
一
つ
に
は
、
相
手
方
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

偶
者
の
死
亡
の
場
合
の
経
済
的
地
位
を
考
慮
し
、
こ
れ
を
確
保
さ
せ
る
役
割
を
も
っ
て
い
る
。
遺
贈
に
よ
っ
て
も
こ
の
目
的
を
達
せ

ら
れ
る
が
、
遺
言
は
い
つ
で
も
取
消
し
う
る
か
ら
確
実
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
贈
与
は
、
一
般
の
贈
与
と
同
様
取
消
し
で
き
な
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

が
原
則
で
あ
り
、
判
例
・
通
説
は
、
贈
与
者
に
子
が
生
ま
れ
た
こ
と
も
取
消
し
原
因
に
な
ら
な
い
と
す
る
。

　
2
　
夫
婦
財
産
制

　
夫
婦
財
産
関
係
に
つ
い
て
特
別
の
契
約
を
し
な
か
っ
た
夫
婦
に
対
し
て
は
法
定
共
通
財
産
制
が
適
用
さ
れ
（
↓
四
〇
〇
条
）
、
配

偶
者
は
共
通
財
産
に
つ
い
て
二
分
の
一
の
持
分
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
も
留
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
法
定
共
通
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

産
制
の
下
で
は
、
m
夫
婦
の
共
通
財
産
、
⑭
夫
の
固
有
財
産
、
ゆ
妻
の
固
有
財
産
と
い
う
三
種
の
財
産
が
併
存
す
る
が
、
共
通
財
産

制
は
、
夫
婦
の
一
方
の
死
亡
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
（
一
四
四
一
条
）
、
生
存
配
偶
者
と
先
死
配
偶
者
の
相
続
人
と
の
問
で
、
共
通
財

【
’1P

D
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産
の
共
有
状
態
を
消
滅
さ
せ
る
手
続
（
分
割
）
が
な
さ
れ
る
。
償
還
と
取
戻
し
を
済
ま
せ
た
後
に
、
共
通
財
産
の
二
分
の
一
を
生
存

配
偶
者
が
取
得
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
存
配
偶
者
は
、
先
死
配
偶
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
、
共
通
財
産
制
か
ら
得
た
分
と
相
続
分
と

を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
。

四
　
終
わ
り
に

　
以
上
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
生
存
配
偶
者
の
相
続
権
利
関
係
は
、
家
族
状
況
な
い
し
血
族
相
続
人
の
存
否
に
応
じ
て
変
化
す
る
不

確
定
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
相
続
法
上
の
地
位
は
不
安
定
で
あ
る
。
そ
の
地
位
は
、
一
八
〇
四
年
民
法
典
以
来
か
な
り
前
進
し
た
が
、

完
全
な
所
有
権
は
な
お
残
物
性
を
強
く
止
め
、
生
存
配
偶
者
は
、
よ
り
望
ま
し
い
血
族
が
不
存
在
の
場
合
に
限
り
こ
れ
を
手
に
入
れ

る
に
す
ぎ
な
い
。
通
常
、
被
相
続
人
に
は
子
が
あ
る
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
子
が
あ
る
限
り
完
全
な
所
有
権
を
相
続
し
な
い

生
存
配
偶
者
は
、
稀
に
し
か
完
全
な
所
有
権
を
相
続
し
な
い
。
完
全
な
所
有
権
を
相
続
し
な
い
場
合
に
相
続
す
る
用
益
権
は
、
遺
留

分
権
相
続
人
又
は
特
権
傍
系
血
族
が
存
在
す
る
場
合
に
も
相
続
で
き
る
が
、
基
盤
の
安
定
し
た
権
利
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
そ
の

共
有
・
管
理
は
容
易
で
は
な
い
。
用
益
権
は
、
当
初
理
想
的
な
解
決
方
法
と
し
て
期
待
さ
れ
た
が
、
ま
も
な
く
所
有
権
の
権
能
分
離

の
不
都
合
が
示
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
虚
有
権
者
た
る
血
族
相
続
人
と
っ
て
は
、
財
産
を
搾
取
さ
れ
る
と
い
う
重
大
な
危
険
が
存

在
し
、
用
益
権
者
た
る
配
偶
者
に
と
っ
て
は
、
対
象
と
な
る
財
産
に
よ
っ
て
用
益
権
の
経
済
的
有
用
性
が
左
右
さ
れ
る
上
、
財
産
処

分
も
自
由
に
は
な
ら
な
い
。
用
益
権
の
終
身
定
期
金
へ
の
転
換
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
、
税
制
面
で
実
効
性
を
欠
い
て

い
る
。
ま
た
、
通
常
の
相
続
に
よ
る
法
定
用
益
権
の
転
換
は
、
血
族
相
続
人
を
そ
の
利
益
を
脅
か
す
用
益
権
か
ら
保
護
す
る
こ
と
に

重
点
が
お
か
れ
、
生
存
配
偶
者
が
、
利
益
の
薄
い
又
は
管
理
困
難
な
財
産
を
対
象
と
す
る
用
益
権
を
有
用
性
を
欠
く
と
し
て
処
分
す

る
こ
と
は
、
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
転
換
を
請
求
し
う
る
者
は
生
存
配
偶
者
で
は
な
く
虚
有
権
者
た
る
相
続
人
で

518
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あ
る
。
生
存
配
偶
者
が
用
益
権
の
享
受
よ
り
定
期
金
の
受
給
を
好
都
合
と
す
る
よ
う
な
場
合
も
生
存
配
偶
者
か
ら
は
転
換
を
請
求
で

き
ず
、
反
対
に
、
生
存
配
偶
者
が
転
換
を
望
ま
な
い
場
合
に
も
、
相
続
人
間
で
意
見
が
一
致
す
れ
ば
転
換
は
当
然
の
権
利
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

生
存
配
偶
者
は
転
換
を
避
け
ら
れ
な
い
。
一
方
、
生
存
配
偶
者
が
被
相
続
人
の
死
後
に
困
窮
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
付
与
さ
れ
る
扶

養
定
期
金
も
、
そ
れ
程
援
用
さ
れ
な
い
。
そ
れ
が
生
存
配
偶
者
の
貧
窮
と
い
う
例
外
的
状
況
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
う
理
由
の
他

に
、
子
の
親
に
対
す
る
通
常
の
扶
養
義
務
（
二
〇
五
条
）
と
重
複
す
る
と
い
う
理
由
も
あ
る
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
生
存
配
偶
者

は
遺
留
分
権
相
続
人
で
は
な
い
た
め
、
被
相
続
人
が
相
続
か
ら
排
除
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

　
フ
ラ
ン
ス
生
存
配
偶
者
の
相
続
法
上
の
劣
位
に
つ
い
て
は
、
配
偶
者
の
地
位
の
独
自
性
の
観
点
か
ら
も
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
ω
夫

婦
財
産
制
の
存
在
、
⑭
被
相
続
人
の
死
亡
に
際
し
親
族
が
主
張
し
え
な
い
権
利
を
主
と
し
て
受
益
す
る
資
格
（
年
金
、
保
険
金
等
を

受
取
る
資
格
）
を
有
す
る
と
い
う
配
偶
者
固
有
の
優
位
性
、
㈹
再
婚
の
可
能
性
と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
、
他
の
相
続
人
と
の
相
違

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ω
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
特
徴
的
な
点
で
あ
り
、
生
存
配
偶
者
の
相
続
に
関
す
る
実
質
的
な
権
利
に
つ

い
て
は
、
夫
婦
財
産
制
は
勿
論
、
婚
姻
中
の
夫
婦
間
の
処
分
、
夫
婦
財
産
契
約
等
の
権
利
関
係
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
法

定
共
通
財
産
制
の
下
の
夫
婦
の
相
続
で
は
、
生
存
配
偶
者
は
、
共
通
財
産
か
ら
の
取
得
分
に
相
続
分
を
付
加
さ
れ
、
婚
姻
権
利
関
係

及
び
相
続
権
利
関
係
両
方
か
ら
財
産
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
夫
婦
間
の
処
分
で
は
、
生
存
配
偶
者
は
、
嫡
出
子
が
存
在
す
る

場
合
に
も
完
全
な
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
用
益
権
の
転
換
で
は
、
無
遺
言
相
続
の
法
定
用
益
権
の
転
換
が

財
産
に
つ
い
て
全
般
的
に
行
わ
れ
配
偶
者
に
居
住
用
建
物
の
維
持
を
保
障
し
な
い
の
に
対
し
て
、
居
住
用
建
物
を
転
換
か
ら
除
外
し

生
存
配
偶
者
の
権
利
の
享
受
の
保
障
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
側
面
を
考
慮
す
る
な
ら
、
フ
ラ
ン
ス
生
存
配
偶
者
の
法
的
地
位

は
、
実
質
上
日
本
や
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
等
と
異
な
る
も
の
と
は
言
え
な
い
。

　
ま
た
、
相
続
権
利
関
係
自
体
、
歴
史
的
展
開
の
中
で
、
家
族
内
に
お
け
る
財
産
維
持
よ
り
も
被
相
続
人
の
近
親
者
に
対
す
る
義
務

に
基
礎
を
お
く
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
遠
縁
の
血
族
よ
り
も
配
偶
者
に
対
し
て
よ
り
多
く
の
義
務
を
負
う
よ

9エ［∂
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（
5
4
）

う
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
生
存
配
偶
者
の
完
全
な
所
有
権
の
相
続
は
、
家
族
に
関
す
る
一
般
的
な
変
化
に
対
応
す

る
大
き
な
展
開
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
そ
れ
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
血
縁
は
な
お
根
強
い
要
素
で
あ
り
、
血
族
相
続
人
と
生
存
配
偶
者
の
聞
に
は
根
本
的
、
逆
転
不
可

能
な
差
異
が
存
在
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
卑
属
や
尊
属
の
相
続
権
は
、
血
縁
に
基
づ
く
が
ゆ
え
に
誰
も
奪
う
こ
と
が
で
き
な
い

確
固
と
し
た
権
利
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
生
存
配
偶
者
の
相
続
権
は
、
婚
姻
に
由
来
す
る
が
ゆ
え
に
離
婚
や
配
偶
者
に
対
し
て
言
い

渡
さ
れ
た
法
律
上
の
別
居
が
な
い
場
合
に
認
め
ら
れ
、
か
つ
血
族
相
続
人
の
存
否
に
左
右
さ
れ
る
不
確
定
な
権
利
に
止
ま
っ
て
い
る
。

　
他
方
、
自
然
子
の
相
続
法
上
の
地
位
が
嫡
出
子
と
同
等
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
然
子
が
嫡
出
子
と
同
様
、
生
存
配
偶
者
に
優
位
す

る
こ
と
は
、
日
本
民
法
と
異
な
る
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
嫡
出
子
又
は
被
相
続
人
と
生
存
配
偶
者
の
婚
姻
以
前
の
自
然
子
が
存
在
す

る
限
り
生
存
配
偶
者
が
完
全
な
所
有
権
を
相
続
し
な
い
の
に
対
し
て
、
そ
の
婚
姻
中
の
自
然
子
の
存
在
は
生
存
配
偶
者
の
完
全
な
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

有
権
の
相
続
自
体
は
妨
げ
な
い
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
婚
姻
中
の
自
然
子
が
唯
一
の
卑
属
で
あ
る
場
合
は
生
存
配
偶
者
の
用
益
権
は
嫡

出
子
や
婚
姻
以
前
の
自
然
子
と
競
合
す
る
場
合
よ
り
厚
遇
さ
れ
る
こ
と
等
、
自
然
子
が
設
け
ら
れ
た
時
期
の
相
違
に
よ
り
生
存
配
偶

者
の
相
続
権
利
関
係
に
差
異
が
生
ず
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。
婚
姻
中
の
自
然
子
は
明
ら
か
に
配
偶
者
に
向
け
ら
れ
た
有

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

責
の
結
晶
と
評
価
さ
れ
、
そ
の
被
害
者
た
る
配
偶
者
の
保
護
が
図
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
最
近
の
一
九
九
六
年
六
月
二
五
日
破
殿
院
民

　
　
（
5
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

事
部
判
決
も
、
婚
姻
中
の
自
然
子
と
嫡
出
子
と
の
区
別
を
定
め
る
民
法
典
七
六
〇
条
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
及
び
子
ど
も
の
権
利

条
約
両
方
に
適
合
し
て
い
る
と
の
判
断
を
下
し
て
い
る
。

　
今
日
、
生
存
配
偶
者
が
正
式
に
相
続
人
と
し
て
認
め
ら
れ
て
以
来
ほ
ぼ
四
〇
年
が
経
過
し
、
そ
の
問
に
生
存
配
偶
者
の
相
続
権
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

関
す
る
法
改
正
が
真
剣
に
企
て
ら
れ
、
現
在
、
改
正
案
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
至
る
作
業
の
長
期
間
の
遅
滞
は
、

こ
の
改
正
の
難
し
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
改
正
案
で
は
、
生
存
配
偶
者
の
地
位
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
生
存
配
偶
者
を
遺
留

分
権
相
続
人
と
す
る
こ
と
は
な
お
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
生
存
配
偶
者
の
相
続
権
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
法
政
策
の
議
論
に

520
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お
い
て
、
生
存
配
偶
者
の
生
活
条
件
の
維
持
－
被
相
続
人
の
死
亡
が
生
存
配
偶
者
を
生
活
水
準
の
低
下
と
い
う
危
険
に
さ
ら
し
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
　
　
が
、
変
わ
ら
ず
立
法
者
の
中
心
的
関
心
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
、
生
活
条
件
及
び
生
活
環
境

　
　
（
6
0
）

の
維
持
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
生
存
配
偶
者
の
相
続
権
の
基
盤
及
び
割
合
が
増
加
し
、
そ
の
性
質
が
変
化
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
改
正
案
で
は
、
生
存
配
偶
者
は
、
被
相
続
人
の
卑
属
と
競
合
す
る
場
合
に
は
す
べ
て
の
用
益
権
又
は
四
分
の
一
の
所
有
権

（
相
続
開
始
時
に
存
在
し
た
財
産
の
）
の
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
、
尊
属
又
は
特
権
傍
系
血
族
と
競
合
す
る
場
合
に
は
す
べ
て
の
用
益

権
又
は
二
分
の
一
の
所
有
権
の
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ま
で
は
、
生
存
配
偶
者
の
地
位
の
向
上
と
い
う
一
般

的
指
針
の
下
に
、
全
体
的
観
点
か
ら
よ
り
は
む
し
ろ
現
行
制
度
の
間
隙
を
利
用
し
て
展
開
し
て
き
た
よ
う
に
見
え
る
フ
ラ
ン
ス
相
続

法
が
、
間
近
な
改
正
に
お
い
て
、
こ
の
指
針
の
下
に
、
子
の
権
利
を
確
保
し
つ
つ
、
ど
の
程
度
新
た
な
展
開
を
遂
げ
う
る
の
か
関
心

が
も
た
れ
る
。

（
1
）
　
ω
⊆
0
8
霧
の
一
肖
冒
誌
讐
幕
ユ
H
不
規
則
相
続
人
と
も
訳
さ
れ
る
。

（
2
）
　
稲
本
洋
之
助
『
フ
ラ
ン
ス
の
家
族
法
』
東
京
大
学
出
版
会
（
一
九
八
九
年
）
三
四
五
頁
。

（
3
）
　
配
偶
者
が
昇
格
す
る
の
は
、
両
系
相
続
の
原
則
の
機
能
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
両
系
相
続
が
閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ

　
た
め
、
代
襲
者
不
在
の
系
に
帰
属
す
る
半
分
を
配
偶
者
が
取
得
す
る
。
ヌ
（
注
ヨ
巴
9
b
ミ
無
無
隻
き
し
リ
ミ
ヘ
器
ξ
ミ
貸
“
。
盆
こ
＝
房
P

　
一
〇
〇
ρ
ロ
。
一
お
一
P
一
①
卜

（
4
）
　
同
法
で
は
、
生
存
配
偶
者
は
、
傍
系
血
族
が
父
系
母
系
両
方
に
存
在
す
る
場
合
は
何
も
取
得
せ
ず
、
い
ず
れ
か
一
方
の
系
に
の
み
存

在
す
る
場
合
に
半
分
を
取
得
し
た
。

（
5
）
9
言
巴
鼻
Q
㌻
気
ト
も
。
嵩
G。
も
」
①
“

（
6
）
　
一
九
五
七
年
法
に
お
い
て
、
配
偶
者
は
財
産
の
包
括
的
承
継
人
に
す
ぎ
ず
、
相
続
人
で
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
一
）
F
ζ
巴
窪
箒
．

　
O
◎
ミ
。
。
魯
箋
蔑
、
無
竃
、
”
卜
箋
恥
ミ
ヘ
翁
蔑
ミ
ヌ
ト
塁
ぎ
警
ミ
凡
、
｝
G
。
。
盆
；
一
8
㎝
＼
這
㊤
9
0
三
霧
」
8
伊
昌
、
．
一
〇
一
も
。
胡
9

（
7
）
　
遺
留
分
権
相
続
人
及
び
特
権
傍
系
血
族
が
不
存
在
で
生
存
配
偶
者
が
相
続
に
招
致
さ
れ
る
場
合
、
同
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
配

偶
者
は
大
審
裁
判
所
の
判
決
に
よ
っ
て
遺
産
占
有
を
付
与
さ
れ
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
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（
8
）
　
八
一
五
条
の
五
、
二
項
。

（
9
）
　
相
続
上
の
規
則
の
適
用
に
よ
っ
て
既
に
他
の
権
利
を
有
し
て
い
な
い
場
合
。

（
1
0
）
　
被
相
続
人
死
亡
時
の
ス
ラ
イ
ド
制
最
低
賃
金
の
年
収
の
三
倍
に
相
等
す
る
額
で
、
相
続
積
極
財
産
の
二
五
％
を
限
度
と
す
る
。
言
。

冒
巴
畳
）
9
ミ
魯
辱
ミ
ら
ミ
ニ
。
算
閑
凝
言
鳴
。
り
ミ
ミ
、
ミ
。
ミ
§
き
G
り
ミ
§
敏
§
勲
定
隷
ミ
ミ
掛
①
．
盆
こ
家
2
8
ぼ
①
呂
①
p
一
。
。

　ω

り
口
。
N
O
Oo
山
）
戸
N
置
’

（
1
1
）
　
竃
●
＞
。
O
一
窪
α
o
P
S
誉
↓
、
ミ
嵩
♂
、
ミ
ミ
～
§
ミ
、
黛
ミ
誉
卜
匙
墨
弓
冨
C
コ
凶
話
邑
身
9
0
獣
8
讐
零
8
ω
」
8
9
0
。
謹
O
以
下

　
で
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
、
生
存
配
偶
者
の
相
続
上
の
地
位
を
比
較
し
て
い
る
。

（
1
2
）
判
例
、
通
説
は
、
出
生
の
直
後
又
は
数
時
間
経
過
後
に
死
亡
し
た
子
に
つ
い
て
生
存
能
力
を
推
定
し
、
生
存
能
力
な
し
と
主
張
す
る

　
者
に
そ
の
立
証
を
課
し
て
い
る
。

（
1
3
）
　
』
⊆
巴
胃
“
選
。
亀
》
コ
．
、
一
〇
8
0
」
8
．

（
1
4
）
　
従
来
は
、
動
産
・
不
動
産
、
後
得
財
産
・
伝
来
財
産
、
帰
属
財
産
・
平
民
財
産
等
の
区
別
に
従
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
財
産
移
転
の
態
様

　
を
規
定
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
改
め
、
相
続
財
産
を
そ
の
性
質
に
よ
ら
ず
抽
象
的
、
価
値
的
に
捉
え
た
。
稲
本
前
掲
書
三
四
四
頁
参
照
。

（
1
5
）
　
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
以
前
の
相
続
法
に
つ
い
て
は
、
稲
本
洋
之
助
『
近
代
相
続
法
の
研
究
ー
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
そ
の
歴
史
的
展
開

ー
』
岩
波
書
店
（
一
九
六
八
年
）
が
詳
し
い
。
一
九
三
〇
年
代
ま
で
に
つ
い
て
は
、
木
村
健
助
『
現
代
外
国
法
典
叢
書

　
⑮
仏
蘭
西
民
法
［
H
］
財
産
取
得
法
ω
』
有
斐
閣
（
一
九
五
六
年
復
刊
）
二
頁
以
下
。

（
1
6
）
　
兄
弟
姉
妹
の
相
続
分
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
七
五
二
条
）
。
被
相
続
人
と
父
母
双
方
を
同
じ
く
す
る
兄
弟
姉
妹
に
つ
い
て
は
相

　
互
に
均
分
で
あ
り
、
父
母
の
一
方
の
み
を
同
じ
く
す
る
兄
弟
姉
妹
が
あ
る
場
合
に
は
父
母
双
方
を
同
じ
く
す
る
兄
弟
姉
妹
の
本
来
の
相
続

　
分
の
二
分
の
】
で
あ
る
。
父
又
は
母
の
み
を
同
じ
く
す
る
兄
弟
姉
妹
し
か
な
い
場
合
は
、
そ
れ
ら
の
者
が
全
部
相
続
す
る
。

（
1
7
）
例
え
ば
一
六
歳
未
満
の
未
成
年
者
の
場
合
。

（
1
8
）
　
相
続
人
を
欠
く
事
態
を
避
け
る
た
め
と
さ
れ
る
。
山
口
俊
夫
『
概
説
フ
ラ
ン
ス
法
上
』
東
京
大
学
出
版
会
（
一
九
八
九
年
）
四
九

　
七
頁
。

（
1
9
）
　
遺
贈
は
、
遺
言
者
が
反
対
の
意
思
を
表
明
し
な
い
限
り
先
取
分
と
し
て
相
続
分
外
に
行
っ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
た
め
、
原
則
と
し

　
て
持
戻
し
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
（
八
四
三
条
二
項
）
。
持
戻
し
に
つ
い
て
は
、
千
藤
洋
三
『
フ
ラ
ン
ス
相
続
法
の
研
究
－
特
別
受
益
・

遺
贈
1
』
関
西
大
学
出
版
部
（
一
九
八
三
年
）
八
九
頁
以
下
参
照
。
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（
2
0
）
　
r
ご
○
貫
び
霧
9
9
－
軍
。
ρ
）
一
帯
話
ゴ
b
、
ミ
、
貯
ミ
噸
○。
。
盆
こ
O
毘
o
N
、
お
零
も
．
ア
一
〇
。
ω
9
。
D
。
も
P
認
①
雲
9
最
近
の
邦
語
文
献

　
と
し
て
は
尾
崎
護
『
G
7
の
税
制
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
（
一
九
九
三
年
）
一
八
○
頁
参
照
。

（
2
1
）
　
被
相
続
人
に
対
し
て
離
婚
が
言
い
渡
さ
れ
た
場
合
も
同
様
で
あ
る
（
二
六
五
条
］
項
）
。

（
2
2
）
　
夫
婦
の
双
方
的
過
誤
に
よ
る
別
居
の
場
合
、
共
同
請
求
に
基
づ
く
別
居
で
相
互
的
に
相
続
の
権
利
を
放
棄
す
る
合
意
が
な
い
場
合
等

　
で
あ
る
（
三
〇
四
条
、
二
六
五
条
、
二
六
八
条
等
）
。

（
2
3
）
著
作
権
に
関
す
る
法
律
L
ご
一
三
条
の
六
、
二
項
。

（
2
4
）
被
相
続
人
が
単
純
養
子
で
あ
る
場
合
の
相
続
に
つ
い
て
は
、
O
ユ
ヨ
巴
9
§
●
蔑
計
コ
．
・
一
〇
一
－
一
露
も
P
一
ミ
卑
ω
●
に
詳
し
い
。

（
2
5
）
　
婚
姻
中
の
自
然
子
で
あ
っ
て
も
、
卑
属
と
し
て
は
他
の
血
族
に
優
先
す
る
。

（
2
6
）
　
こ
の
よ
う
な
婚
姻
中
の
自
然
子
に
対
す
る
生
存
配
偶
者
及
び
嫡
出
子
の
保
護
は
、
七
五
七
条
が
要
求
す
る
自
然
子
と
嫡
出
子
と
の
相

続
上
の
平
等
に
違
背
す
る
が
、
前
婚
の
自
然
子
に
つ
い
て
は
、
こ
の
平
等
原
則
が
配
偶
者
に
課
さ
れ
て
い
る
。

（
2
7
）
　
子
孫
な
し
に
死
亡
し
た
単
純
養
子
の
相
続
（
三
六
八
条
の
一
）
の
場
合
に
は
、
生
存
配
偶
者
は
、
例
外
的
に
完
全
な
所
有
権
と
用
益

権
と
を
相
続
し
う
る
。

（
2
8
）
　
両
者
の
緊
張
関
係
は
、
血
族
相
続
人
が
配
偶
者
と
被
相
続
人
と
の
共
通
の
子
で
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
ほ
ど
危
惧
さ
れ
る
必
要
は
な
い

　
が
、
被
相
続
人
の
前
配
偶
者
の
子
や
兄
弟
姉
妹
で
あ
る
場
合
に
は
、
危
惧
さ
れ
る
。

（
2
9
）
無
償
譲
与
に
よ
る
用
益
権
に
つ
い
て
も
転
換
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
一
〇
九
四
条
の
二
）
が
、
そ
の
要
件
は
異
な
る
。
ま
た
、
著
作

権
に
関
す
る
一
九
五
七
年
法
で
は
、
七
六
七
条
の
原
則
と
は
別
個
に
用
益
権
を
享
受
す
る
と
規
定
さ
れ
、
転
換
は
生
じ
な
い
。

（
3
0
）
　
税
務
上
、
転
換
は
権
利
移
転
と
は
見
な
さ
れ
な
い
と
さ
れ
る
。
匡
巴
鋤
ξ
す
選
凡
ド
昌
．
、
一
届
P
O
o
ド

（
31
）
　
匂
⊆
巴
鋤
拝
§
。
無
“
昌
．
、
8
00
曽
P
圏
“
．
二
≦
巴
四
一
』
ユ
ρ
§
．
9
》
昌
．
、
一
一
9
P
o
o
ド

（
32
）
　
七
六
七
条
の
適
用
に
よ
っ
て
、
生
存
配
偶
者
は
死
亡
配
偶
者
の
財
産
に
つ
い
て
用
益
権
を
獲
得
し
た
の
て
は
な
く
、
相
続
開
始
の
H

　
か
ら
終
身
定
期
金
を
享
受
し
た
と
見
な
さ
れ
る
。
Ω
＜
．
認
碧
三
」
3
ゴ
b
ミ
這
巽
｝
O
』
ミ
．

（
3
3
）
O
『
一
ヨ
巴
鼻
選
。
気
卜
』
．
．
認
丼
P
N
O
O。
二
三
巴
き
『
一
ρ
o
b
。
竃
》
昌
。
一
一
ω
も
。
o
。
一
。
参
照
。

（
34
）
　
↓
『
o
＄
σ
㊤
ω
倉
O
o
詳
震
①
“
も
b
●
竃
、
こ
口
．
、
一
G
o
ザ
℃
P
嵩
oo
9
ω
．

（
3
5
）
生
存
配
偶
者
が
相
続
の
権
利
を
も
た
な
い
場
合
や
そ
の
相
続
分
が
ト
分
で
な
い
場
合
等
。

（
36
）
　
O
ユ
ヨ
巴
α
営
選
’
黛
》
コ
．
．
N
o
o
ザ
P
曽
一
．
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（
3
7
）
　
扶
養
定
期
金
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
配
偶
者
は
、
相
続
財
産
の
上
に
の
み
、
そ
の
支
払
い
を
追
求
し
う
る
。

（
3
8
）
　
二
〇
七
条
二
項
は
、
債
権
者
が
自
ら
債
務
者
に
対
す
る
自
己
の
義
務
を
著
し
く
欠
い
た
と
き
は
、
扶
養
料
の
全
部
又
は
一
部
が
免
除

　
さ
れ
う
る
こ
と
を
規
定
す
る
が
、
こ
の
規
定
は
、
法
律
上
の
別
居
（
三
〇
三
条
二
項
）
を
除
い
て
、
夫
婦
間
の
扶
養
義
務
に
は
適
用
さ
れ

　
な
い
た
め
で
あ
る
。

（
39
）
　
扶
養
料
は
遺
産
か
ら
控
除
さ
れ
相
続
人
は
そ
の
取
得
分
に
比
例
し
て
負
担
す
る
が
、
相
続
人
が
負
担
し
て
も
、
ま
だ
扶
養
定
期
金
が

　
不
十
分
で
あ
る
場
合
に
は
、
す
べ
て
の
特
定
受
遺
者
が
取
得
分
に
比
例
し
て
こ
れ
を
負
担
す
る
（
二
〇
七
条
の
一
、
二
項
）

（
4
0
）
離
婚
後
の
扶
養
料
の
支
払
い
は
、
債
務
者
の
財
産
構
成
が
可
能
で
あ
る
場
合
は
元
本
の
設
定
で
な
さ
れ
る
（
二
八
五
条
）
の
と
は
対

　
照
的
で
あ
る
。
こ
の
扶
養
料
に
つ
い
て
、
離
婚
法
に
即
し
て
見
直
す
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
O
ユ
ヨ
巴
鼻
も
マ
亀
》
コ
。
器
一
も
』
区
’

（
4
1
）
　
＆
ミ

（
4
2
）
　
分
割
は
、
強
迫
、
詐
欺
を
理
曲
と
し
て
取
消
し
で
き
る
（
八
八
七
条
一
項
）
他
、
過
剰
損
害
を
原
因
と
す
る
取
消
し
が
認
め
ら
れ
、

　
共
同
相
続
人
の
一
人
が
四
分
の
一
を
超
え
る
損
害
を
立
証
す
る
と
き
も
取
消
し
で
き
る
（
同
条
二
項
）
。
「
平
等
は
分
割
の
本
質
で
あ
る
。
」

　
と
の
原
則
に
よ
る
。
損
害
の
評
価
は
分
割
時
の
価
額
に
よ
る
（
八
九
〇
条
）
。

（
4
3
）
　
共
同
相
続
人
は
、
不
分
割
の
権
利
の
譲
渡
と
先
買
権
を
認
め
ら
れ
て
い
る
（
八
一
五
条
の
一
四
）
。

（
4
4
）
　
さ
ら
に
、
被
相
続
人
に
未
成
年
の
直
系
卑
属
が
あ
る
場
合
、
五
年
を
限
度
に
不
分
割
の
維
持
を
請
求
で
き
、
成
人
す
る
ま
で
更
新
で

　
き
る
（
八
一
五
条
の
一
、
三
・
五
項
）
。

（
4
5
）
　
こ
の
範
疇
の
相
続
人
の
存
在
の
み
が
無
償
剰
余
の
割
合
を
制
限
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
匡
●
9
0
日
巴
誓
ρ
し
リ
ミ
霧
塁
G
り
ご
漢
」
①
。
盆
；
O
国
一
家
＞
ω
」
8
8
コ
．
、
曽
O
o
）
P
竃
，

（
4
6
）
　
夫
婦
間
の
自
由
分
を
増
大
す
る
一
九
六
三
年
七
月
二
二
日
の
法
律
に
よ
る
。

（
4
7
）
　
夫
婦
間
の
処
分
に
よ
る
用
益
権
と
通
常
の
相
続
に
よ
る
用
益
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
塑
需
O
巳
号
P
～
O
、
一
〇
雪
る
霧
Q。
。
参

　
照
。

（
4
8
）
　
た
だ
し
、
婚
姻
中
に
設
け
た
自
然
子
は
、
用
益
権
の
終
身
定
期
金
へ
の
転
換
を
請
求
で
き
な
い
（
一
〇
九
七
条
の
一
）
。

（
4
9
）
　
山
口
前
掲
書
五
三
四
頁
。

（
5
0
）
　
た
だ
し
、
夫
婦
は
必
ず
し
も
将
来
の
お
互
い
の
関
係
に
信
頼
を
も
て
る
訳
で
は
な
く
、
こ
の
贈
与
の
不
可
撤
回
性
が
、
実
際
の
利
用

　
を
妨
げ
て
い
る
。
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フランス生存配偶者の相続ヒの地位

（
5
1
）
　
こ
れ
ら
の
区
別
を
行
う
た
め
に
は
、
夫
婦
各
自
の
取
戻
し
（
奉
三
凶
紹
）
及
び
償
還
（
感
8
ヨ
需
コ
器
）
の
数
額
確
定
、
共
通
財
産
の

数
学
確
定
を
行
う
。
↓
巴
誓
p
ミ
．
ミ
：
コ
、
．
お
G
G
ゆ
p
一
旨
。

（
52
）
　
た
だ
し
、
こ
の
相
続
人
の
転
換
の
権
利
は
強
行
規
定
で
は
な
い
た
め
、
被
相
続
人
が
、
こ
の
権
利
を
奪
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
さ

　
れ
る
。
】
≦
巴
四
⊆
ユ
ρ
§
。
黛
貸
コ
．
．
一
一
ト
P
O
c
H

（
5
3
）
　
O
ユ
ヨ
巴
象
曽
ミ
隆
隻
貸
昌
．
、
嵩
つ
o
’
P
ま
S

（
54
）
　
q
。
O
貰
び
9
三
R
、
b
ミ
、
、
馬
～
蚤
卜
霞
ミ
ミ
ミ
食
戸
些
笥
。
盆
：
o
象
」
塗
伊
コ
．
．
一
も
」
G
。
●
で
は
、
狭
義
の
家
族
と
は
傍
系
血
族
を

除
い
た
夫
婦
及
び
そ
の
卑
属
で
あ
り
、
よ
り
限
定
す
れ
ば
夫
婦
及
び
そ
の
未
成
年
の
子
て
あ
り
、
後
者
が
将
来
の
家
族
で
あ
る
と
す
る
。

（
5
5
）
　
た
だ
し
、
取
り
分
は
減
少
し
、
生
存
配
偶
者
と
こ
の
白
然
子
と
で
等
分
に
分
け
る
こ
と
に
な
る
。
○
’
菊
身
雲
邑
鼻
b
こ
、
欝
ミ
、
．
し。

。

仙
F
」
詳
Φ
P
一
〇
〇
9
昌
。
一
8
0
0
↓
P
謡
oo
●

（
5
6
）
　
一
九
九
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
て
行
わ
れ
た
価
値
観
に
関
す
る
調
査
で
は
、
婚
姻
成
功
の
条
件
と
し
て
「
貞
節
」
が
七
四
％
で
第
二
位
を

獲
得
し
、
大
多
数
が
「
不
貞
」
に
明
ら
か
な
反
対
を
示
し
て
い
る
。
＝
。
力
窪
き
F
卜
塞
ミ
ミ
ヘ
、
硫
無
舅
蔓
ミ
～
（
黛
鉾
盆
も
三
」
㊤
2
も
，

O
O
。
参
照
。

（
5
7
）
　
O
器
。
。
憶
息
≦
謡
冒
ぎ
一
＄
①
”
き
ミ
急
一
」
」
一
、
、
N
①
○
。
，
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
は
姦
生
子
の
相
続
ヒ
の
劣
位
を
規
定
す
る
諸
国

　
に
対
し
て
非
難
す
る
判
決
を
下
し
て
い
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
破
殿
院
は
こ
の
よ
う
に
判
断
し
た
。
同
判
決
に
つ
い
て
は
、
謁
S
b
急
〆
お
0
9

P
O
。
お
・
o
σ
ω
」
。
コ
き
ω
①
『
く
○
領
ち
㊤
8
＆
’
（
｝
．
＝
蕊
N
O。
し
。
蒔
5
0
＄
｝
）
『
レ
n
巴
き
幕
“
菊
曾
需
〇
三
α
o
p
し
リ
ミ
R
。
。
ぐ
ミ
翁
無
鳶
隷
ミ
ミ
》

　
～
G
℃
鴇
一
〇
㊤
8
臥
阜
（
y
鰹
蒔
O
N
一
●
茨
ジ
昭
｛
。

（
5
8
）
　
＞
’
ゆ
9
ぎ
雪
“
b
ミ
、
隠
ミ
、
．
卜
霞
ミ
ミ
、
ミ
．
o
。
。
盆
二
葺
①
ρ
這
零
』
．
．
“
8
も
る
置
ー
は
、
こ
の
自
然
子
に
対
す
る
制
限
は
将
来
的

　
に
廃
止
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
し
、
9
閑
⊆
び
色
ぎ
－
O
雪
貯
三
（
ω
o
霧
ξ
象
ご
．
O
匙
9
＞
葺
一
〇
P
b
き
、
、
魯
ミ
融
ミ
ミ
鼻
盆
二

　
〇
毘
o
N
レ
3
ρ
コ
．
．
P
P
一
9
も
同
旨
て
あ
る
が
、
一
九
九
〇
年
相
続
法
改
正
案
が
そ
の
制
限
を
削
除
し
た
の
に
対
し
て
一
九
九
五
年
新

　
改
正
案
（
一
九
四
一
号
）
は
不
平
等
性
を
維
持
し
て
い
る
。
「
↓
巽
鳳
卑
雪
窄
3
三
頴
貯
曽
b
、
蔑
、
匙
§
卜
塁
ミ
義
ミ
ミ
鼻
卜
霞
ミ
ミ
ー

　
ミ
鼻
卜
騎
黛
ミ
b
ミ
、
、
（
鋼
①
っ
8
；
O
鎚
＝
（
）
N
」
O
霧
も
、
．
O
刈
N
P
ま
O
、

（
5
9
）
　
ζ
巴
鋤
⊆
二
ρ
§
．
竃
、
；
＝
、
、
一
〇
9
P
ミ
“
鳶
S
b
急
．
■
一
㊤
0
8
じ
」
oc
倉
（
）
び
o。
；
｝
’
℃
鋤
一
畦
ぎ
，

（
6
0
）
　
七
五
六
条
～
七
六
六
条
に
関
し
て
は
、
住
宅
の
権
利
及
び
生
活
条
件
の
維
持
の
権
利
を
認
め
て
い
る
。
家
巴
磐
ユ
¢
ミ
～
㌣
』
．
．

　
さ
9
P
お
．
参
照
Q
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